
令和５年度
全国簿記教育研究協議会・報告事項

（令和6年3月9日）

1級会計



1級会計 96回 （6月実施）

合格率 39.9％
平均合格率
（過去5年）

28.3％
(12.7%-36.6%)



96回 1 仕訳

＜内容＞

仕訳ｇ

・発行可能株式総数 →有価証券報告書へ記載あり
・「〇〇万株」について 実務に即した出題を心がけている



96回 ４ 決算

＜内容＞

・子会社株式の出題について
→直近では88回で出題
→決算時の処理なので決算での出題や仕訳での出題を
考えている



1級会計 97回 （1月実施）

合格率 46.9％
平均合格率
（過去5年）

42.6％
(37.2%-57.5%)



97回 1 適語選択

＜内容＞

出題の経緯について→自己株式を有価証券の資産と区別
できているか



97回 1 適語選択

＜内容＞

(2)英語について

教科書の範囲を出題



97回 ２ (１)連結会計①

＜内容＞

時価評価の出題について
↓

記載のない教科書があるため，出題に慎重となっている



97回 ２ (１)連結会計②

＜内容＞

勘定科目一覧から削除した理由
↓

連結修正手続は，勘定科目でなく
財務諸表の表示項目を使用しているため,
勘定科目ではないと判断から勘定科目一覧から削除



97回 ２ (１)連結会計③

＜内容＞

97回は連結会計の難易度に配慮をした
↓

今後は
「のれんの計上および償却」
「非支配株主に帰属する当期純利益の計上」
「子会社の配当金の修正」

を計算させる問題を出題



97回 ２ (３)計算問題

＜内容＞
株主資本等変動計算書→資本剰余金などの合計がある形と
                              ない形での出題が今後も考えられる

＜94回＞ ＜97回＞



97回 ３ 決算

＜内容＞

2級で97回検定より「 電 子 記 録 債 権」
「 電 子 記 録 債 務」
「クレジット売掛金」が出題範囲となる

                                      ↓
1級会計は下位級の内容も反映するため
決算で

「電子記録債権」「電子記録債務」「クレジット売掛金」
の出題も考えられる



97回 ４ 仕訳

＜内容＞

ｆ外貨建取引の仕訳について

「為替レートの変化を意識」するなど，今後の作問の参考にし
ていく



97回 最後に

＜内容＞

平成30年 告示 学習指導要領に新たに追加された範囲
↓

今後出題をしていく



98回検定以降の報告事項

97回検定

第１問(適語選択) １４点

第２問(計算等) ２２点

第３問(決算) ３６点

第４問(仕訳) ２８点

合計 １００点

98検定以降

第１問(適語選択) １２点

第２問(計算等) ２４点

第３問(決算) ３６点

第４問(仕訳) ２８点

合計 １００点

＜配点の変更について＞
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98回検定以降の報告事項

大問の配点例

第1問 12点

＜内訳＞ 2点×6問 3点×4問 4点×3問

第2問 24点

＜内訳＞ 2点×12問 3点×8問 4点×6問

各回大問内の配点は同一とします
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１級 会計

ありがとうございました
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